
1210あかりんアワー 教員が研究の楽しさを語る 

 第58回（12/17） 上野信雄先生推薦 ブックガイド 

 
Book1 

学問のすすめ  現代語訳 
著者：福沢諭吉 訳：斎藤孝 出版社：ちくま新書 
コメント：ぜひ青年期に読むことを勧める。 
推薦者が学生時代に、旧仮名遣いのために途中で挫折した 
本である。現代語訳が出版されたので何度も読んだが、 
読むたびに自分の変化に気づく本である。現在の日本に 
通じることがほとんどであり、諭吉の卓見と歴史の繰り返しに 
大変驚くだろう。 
 
Book2 

天皇と東大 1-4  
著者：立花隆 出版社：文春文庫 
コメント：明治から現在を形成するに至る日本の思想史と 
言って良い。東京大学の功罪、大学の自治の出発、 
学問をめざす者の心構えに触れることが出来る。大学生の 
必読の書として勧めたい（読みこなすために文章を読む力、 
それなりの教養が必要である）。 
まれに見る労作と言って良い本である。 
 
Book3 

The Molecule-Metal Interface 
編集：Norbert Koch , Nobuo Ueno , Andrew Thye Shen Wee  
出版社：Wiley 
コメント：有機半導体の中心問題をまとめたので、上級の 
学生用（専門書）。 
 

※掲載されている本はN棟3階ブックツリーのテーマ展示コーナーに配架されます。 
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